
対象語 に 「が」を伴わ しめる語 についで

田 村 す ダ 子.

本稿 の目的

現代東京方言 口語 で,他 動詞 に 「たい」taK:あ る いは 「える」rare-e

が つ いて希望形(例1食 べ たい εabetaK)あ るいは可能形(例=食 べ られる

tabcmre,飲 め るnome)に な る と,そ の動作 ・行 為の対象 を表 わす成分

(その他動詞 の 目的語〉が助詞 「が」 を伴 うことが ある2、 また他動詞文 の

自動詞文化,基 本 文 の受 け身文化 にお いて も,こ れ にやや似 た現象 が認 め

られる.す なわ ち他 動詞文,基 本文において行為 の対象 を表わす語(目 的

語,「 を.rを 伴 う〉が,自 動詞文,あ る受 け身文には いった場合 は 「が」 を

伴 う.

しか し自動 詞文のパ ターン,受 け身文のパ ター ン,希 望形 ・可能形 のパ

ター ンは,み な構造 が異 なる・ 同 じく 「を」 が 『が」 に変わ ると言 っても

その変わ り方 が違 うのである、 自動詞文化 の場合 は,他 動詞文 で行為 の対

象 を表 わす成 分(目 的語)で あるために 「を」 を伴 うものが,自 動詞 文では

1本 稿は1970年1月31日 に 「早稲田大学国語学会」例会で"名 詞に 「が」を伴

わしめる語について"と いう題で読んだ原稿(た だし時間σ)都合で §§1-4以 外

はごく簡単にしか話 さなかった)に 加筆修正をし,注 と付記を追加 したものであ

る・発表後,関 連ある問題を扱った先行文献をいろいろ教えていただき,そ の後

それらにも当たってみた.ま た異なる立場からの質問や反対意見をいただいたお

かげで,説 明を追加する必要のあるところもわかった,発 表の機会を与えて くだ

さった方々・および当日の討論でご意見などをくださった方々に感謝申し上げる

次第である.

田村す9子"日 本語の他動詞の希望形 ・可能形と助詞"r早 稲田大学語学教育

研究所紀要』8(1969)参 照 、
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行為 の主体 を表わす成分(主 語)で あるために 「が」 を伴 う・受 け身 文化の

場 合は,基 本文で行為 の対象(目 的語〕であるために 「を」 を伴 うものが,

受 け身文で は 「られ る」rare～areの 主 体(主 語)で あるために 「が」 を伴

う・希望 形 ・可能形 の場合 は,そ の希望形動詞,可 能形動詞 がそ の行 為の

対象 を表わす名詞句 に 「が一rを伴 わ しめるのであ り,こ の場合 その名詞句

は 自動詞 文化の揚合 の ように行 為の主体 でもなければ・受 け身 文化 の場 合

のよ うに接尾辞 の主体 で もない.

他 動詞の希 望形 ・可 能形以外 に も,対 象 を表わす成分に 「が』 を伴 わ し

める語がか な のある.時 枝誠 記博 士は 『日本文法 口語篇』(岩 波,1950)で,

この種 の成 分が 「が」を伴 っても主体 を表 わす ものではないことを言 われ,

「対象語」 「対 象語格」 とい う名称 を用 い られ た・筆者は基本的 には博 士の

考えに賛成 であ る.以 後 「対象 を表 わす成分Jを 時枝博士 に従 って 「対象

語」 と呼ぶ ことにする(「対象語」 は.「目的語」 を含む)・対象語 に 「が」を

伴 わ しめる語 としては(1)「 ほ しい」(2)「 で きる」(3)「 見 える」 「聞 こえ

る」(4)「 わ かるJ(5)「 じ ょうず」 「へた」(6)「 好 き」 「き らい』(7)「 い

や」 「恋 しい」(8)「 い る」「あ る」 等 々があるが,「主体一が(は)+対 象 一が+

述 語」の述語 の位置に これ らの語 がはい った文 の構造は,自 動詞文 や受け

身文の よ うな構 造ではな く,希 望形や可能形 の場合 のごとくである と思わ

れ る・ しか しこれ らの語はこ うい った共通点以外 に,い ろ いろの互い に異

なった職 能 を持 っている・本稿 は これ らの一 つ一つ の語の職 能お よび相互

問の職 能の異同 を明 らかに しようとい う一 つの試み である.

1・ ほ しい

「ほ しい
」 はふつ うそ の活用 のしかたか ら 「形容詞」 とされ てい る.た

しか に 「ほ しい」の活用(語 尾,交 替規則)は ふつ うの形容詞 と同 じである・

また文中 にお ける職能 を見て も,「 とても」「非 常に」 などの程度の連用修

飾語 に修飾 され る点,「,、.よ り.一 のほ うが`」 「・一 がいちばん 」

な どの比較 のパ ターンにはいれ る点 など,形 容詞的 な職能 を持 ってい る・

しか し一方 「ほ しい」はふつ うの形容詞 と違 った職能 も持 っている・ た と
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えば

(1)来 週 までにほ しい、

(2)な るべ く早 くほ しい,

「来週 まで に」 「なるべ く早 く」 とい うよ うな修飾語は,ふ つ うは動作や

で きご とを表 わす動詞(句)に 関係す るもので あ って,形 容詞 を修飾 するも

のではない,

こ のよ うな二 種の職能 を合 わせ持つ点 で 「ほ しい」 は 他 動 詞 の希望形

「.』.た いJに 類似 してい る、実際例1,2の よ うな文は

(3)来 週 までに買いたい.

(4)な るべ く早 く買いたい・

のよ うな文 と平行的である,例3,4の 構 造 は

(3)'【 来 週 までに一 買い】たい

(4)'[な るべ く早 く一 買い】たい

だ と思われ る.従 ってそれ と平行的 な例 玉,2は

(1y[来 週 までに一 〇1た い

(2γ[な るべ く早 く一 〇】たレ、

とい う構造 を持 って お り,.○ 一たい置 ほ しい なのだ と考 えれ ば よさそ う

である.

次 に

(5)水 が ほしい,

に おけ る 「水」 と 「ほしい」 の関係 は

(6)水 が冷 たい、

にお ける 「水Jと 「冷た い」 の関係 とは違 い,言 うまでもな く例6に おけ

る 「水」 は 「冷たい」 に対す る主語 であるが,例5に おける 「水」 は 「ほ

しい」 に対 す る対象語 である.こ の ように 「ほ しい」 は対象語 を とるとい

う点 で もふつ うの多 くの形容詞 と異な り動詞 的 であ り,そ の対象語 が 「が」

を伴 うとい う点 でも 「ほ しい」 は他動詞の希望形 と同 じである.

例5は 「ほ しい」 の代わ りに他動詞 の希望形 のはいった文,た とえば
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(7〉 水 が飲み たい、

と平行的 である。例7に お ける 「水」 は 「飲 む」 の日的語 であ り,「 飲む」

に 「たい」がつ いて希望形 となると,そ の希望形 「飲 みた い」 が 「飲む」

の 目的語 に 「が」 を伴わ しめるのである.

〔ア)水 一一を一 飲む
1卜II

水 一が一・[飲 み一たい1

そ こでこれ と平 行的な文例5も

(5')水 一を一 〇
1"

水 一が一一[○一 た い]た だ し ○一たい一 ほしい

の ような構造 を持 っている と考 えればよさそ うであ る.

早大 国語学会 で発表 した とき``「 ほ しい」や 「_.た いJが 「が」 を と

る と言ってもそれは短 い文脈 の中で,し かも主語が1人 称 の揚合 であ って,

主 語 が3人 称 で 「ほ しがる」 「… たがる」 とな った場合は 「を」 をとる

ではないか"と い う反論 が出た・文脈 によっては 「を」 が現 われやすい揚

合 がある とい う事実 は,す でに松村明教授の``「 水 を飲みた い」 とい う言

い方につい て"(1951・r江 戸語東 京語 の研究』(1957)所 収)の 中で指摘 さ

れ てお り,筆 者 の"日 本語 の他動詞 の希 望形 ・可能形 と助 詞"の 中でも

多少 はこれ に触 れた が,ま だ不 明の点 が多 く,ど う理 論 づけ るか について

は今後研究 を要す る、 「ほ しが る」 「_.た がる」 はまた別 の問題 である・

「が る
」 がついた場 合に対象語 が 「を」 をとるのは 「ほ しい」や 「、一 た

い」 のせいでは な く 「が る」 のせいである.つ まP他 動 言司 「ほ しがる」

「_.た がる」 が 目的語 に 「を』 を伴 わ しめるのである.「・ほ しい」「飲 み

た い」 に 「が る」 が つい て 「ほしがる」 「飲みたがる」 にな った段階 では,

対 象語 に 「が」 を伴 わ しめるとい う 「ほ しい」 「、.、たい」 の性質は も う

作用 しないか ら,「 が る」 はいま間題 にな らない¢)であ る.な お 「ほ しい」

を使 うか 「ほしがる」 を使 うかは 主語 の 人称 に よって 決 まるわ けではな

い、 「ほ しい」 が1人 称 の主語 と共 に用 い られやすいの は,主 体の心情 を

表 わすとい うこの語 の意味 によるのであ り,「 ほ しがる」が3人 称の主語
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と共に用い られや すい のは 「・一 がる」 が ㌧ ・・とい う気持 ちをしき りに

表現 す る」 とい うよ うな,行 為 を客観的 に表 わす ものだか らで ある,後 述

の 「うれ しい」 「こわい」 な どについて も同様.こ のよ うに,意 味の適合 ・

不適 合 によって起 こる事実 と,ヨ ー ロ ッパ語 の人称の呼応 のよ うに単に文

法的で ある事実 とは別 の ことである,

「ほ しい」 の対象語 は 「が」 の代わ りに 「を」 を伴 う場合 もある.

(8)水 をほ しい、

(9)そ の機械 を来週 までにほ しい,

こ うい った ことも 「ほ しい」 を意味 《所 有する,手 に入れ る 》だけがあっ

て形の ない他動詞の希望形 「○一たい」 だ と考えれ ぱ説明 がつ く・

ただ例8,9の よ うな文 は,実 在の他動詞 の希望形・た とえば 「飲 みたい」

「買いたい
」 を用 いた文

(10)水 を飲みた い.

(11)そ ¢)機械 を来週 までに買いたい.

に 比べ る と多少 舌足 らず ゐよ うな感 じがする,こ れ は,実 在の 他動詞は

「水 を飲む
,飲 んだ,飲 もう,etc・」 「その機械 を来週 までに買 う,買 お う,

買 え,昇cL」 の よ うに,「 目的語一を」 のあ とに置 かれ て使 われ る場合がた

くさんある9)に,仮 定 上の他動詞 「○」 は,「 たい」 を伴 って現 われ る以外

に用 い られ るこ とが ないとい う事実に よる,と 説 明できるか ら,「 ほ しい」

を 「○一たい」 とす る仮説を否定す ることにはな らない,実 際の会話 を聞

い てい ると,「.,.を ほ レい」 とい う言い方 はず いぶ ん頻繁 に用 い られ て

い る,ま たた とえぱ

(12)太 郎 が花子 をほ しいんだ.

の よ うな文 には,違 和感 はないと言 って よいのではなか ろ うか・ この場合

「花子
」 が定看 どお り 「が』 を伴 うと,主 語「太郎」 と対象語 「花子」 の両

方 に 「が」 がつ くことになる、そ うい うパ ターンも可能では ある;

(13)わ た しが水 がほ しいんだ.

し か し 「水」は モ ノ(無 情物)だ か らほ しい と思 っている主体 でないことが
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明 らかだが,「 太郎」 と 「花子」は両方 ともヒ ト(有 情物)で あるか らほ し

い と思 ってい る主体 とも対象 ともな り得 る・ こ うい う状況下では主体 のほ

うが太郎 で 対象 の ほ うが 「花子」 だ とい うことを はっき りさせるために

「花子が」 を 「花子 を
」 と言 いか えることができるのである,そ してこの

ような必要 があ る場合 は主語 が言 い表わ されな くて も

(14)花 子 をほ しいんだ.

の ように対象語 が 「を」 を伴 うこ とができる.ま た こうすれぱ主語 と対象

語の順序 が逆 であ って も誤解 は起 こらない;

(i5)花 子 を太郎がほしいんだ.

このよ うに 「ほ しい」 の対象語 が場合 によっては 「を」 を伴 うことがある

とい うことも・rほ しい」 を他動詞 の希望形 と見 なす 尊との一 つの助 けと

なる、㌧ 一 をほ しい」 た とえば例8,9「 水 をほ しい」 「その機械 を来 週 ま

でにほ しい」 の構造 は 「.,.を.一 たい」(た とえば例10,U)の 構 造 と平

行 して考 える ことができる1

(10')[水 を一 飲み】た い

(8')[水 を一 〇]た い

(呵 そ　 を粟
週までに_園]た い

(9)[そ 　 を
来週までに_同]た い

なお 「ほ しい」 は動詞 の 一feformの あ とに置かれ る,い わゆる補助用

言 としての用 法 も持つ・そ してこの場合 には 「一 ・てほ しい」 と 「,.,て

も らいたい」 との間に上 と同 じ平行 関係が成 り立つ.た とえぱ

(16)彼 に うちへ来 て もらいたい.

(17)彼 に うちへ来てほ しい.

の構 造は次 の よ うに平行的 に考 え ることができる・(寵)

(1θ)「彼㌦ 』
来て」 もら亜 い
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(1ア)[彼㌦ へ葉訓 司 レ

形態分析 を機械的 に行 な うと,rほ しい」 はr欲 す る」 と結びつけ られ・

両者か ら共通部分ho-hoqが 抽 出 される・ しかしこのho～hoqは 「ほ

しい」 と 「欲するJ以 外 に は現われず,ま た 「欲 する」対 「ほ しい」 と平

行的な関係 にある対 は ほ かにはない(形 の上 で多少 ともこれ に似 た対 をな

す 「願 う」対 「願わ しい」,「望む」対 「望 ま しい」なども職能上,意 味上は

これ と平行 していない).し かも 「欲す る」はあるスタイル の文章語 で用い

られ る もので,目 常 の口頭会話語 でふつ うに用 い られ る基礎語彙 レベル の

語 ではない.従 って少 な くともここで扱 っている現代東京方言 口語α)基礎

的 レペノレにおい ては,「 ほ しい」 を 「○一たい」 と分析する ことを妨げ るも

の として形 態素ho～hoqの 存 在を論 じることは無意味 である と言 え よう・

「ほ しい」 と 「一 ・たい」 の類似 は以前か ら指摘 されていたが,こ こで

筆者が言お うとしたのは"両 者が類似 してい るか ら 「一 ・たい」 は 「ほ し

い」 と同様一つ の形容 詞 だ"と い う説 とは逆 で,"両 者が類 似 しているか

ら 「ほ しい」 は他動詞 の希望形だ"と い うこ とであ る・

2。 できる

「スケー トができる
.1の 「できる.rは ふつ うの多 くの動詞 と異な るい く

つ かの職能上皿)特徴 を持 っているl

a・ 対 象語 がふつ う 「が」 を伴 う:ス ケー トができ る・

b・ 主体 を表わす成 分 が 「に」 に伴 うこ とがあ る=わ た しに もできる1

彼 にで きない こと。

c・ 可能形を作 らないlxで きられ る・

d・ 希望形 を作 らない:Xで きたい・

e・ 命令表現がない:xで きろ,耳 できなさい,云 できて ください.

f意 志表現 がない:「 で きよ う」 「できまし ょう」 で意志 《「n・ 一,

1etつs,..》 を表 わす こ とがない.

これ らの特徴 はふつ うの他動詞の可能形 が持つ特徴 と一 致す る た とえ
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ば 「飲 める」 は

a・ 対象語(「 飲む」noMの 目的語)が ふ つ う 「が」 を伴 う=お 酒が飲

める.

b・ 主 体 を表わす成分 がrに 」 を伴 うこ とがあ る1わ た しにも飲 める;

彼 に飲 めない もの.

c・ 可能形 を作 らない:x飲 め られる.

d・ 希望 形 を作 らない=X飲 めたい.

o・ 命令 表現がない=x飲 めろ,瓦 飲めな さい,x飲 めてくだ さい.

f意 志表現 がない=「 飲 め よう」 「飲め まし ょう」 で意志 《1'11...,

1et,s,,.》 を表 わす ことがない,

特 徴aは 他動詞の希望形(例1飲 みたい)も,ま た他 のい くつ かの語 も

持 ってい る.bは 後述 のよ うに他のい くつかの語 も持 っているが,対 象語

に 「が」 を伴 わ しめる語のすべ てが持 ってい るわけではない・希望形 もこ

の特徴は持 っていない.な お主体 を表 わす成 分が 「に」を伴 う場合 と 「が」

を伴 う場合 とでは意味が多少異 なる.従 って この二 つの場合 はパ ターンが

違 うと見 られ,OPtionalと 言 ってすませ るこ とはできない,例78の よ う

な場合 「先 生」が 「に」 を伴 いにくい とい うよ うな事実 もある・ さて特徴

cは 可能 形 にさ らに可能形語尾 がつ かないとい うだけのことで,意 義上極

めて 自然 で ある・特徴c-fは 主 体がinanimatcの 場 合 は どんな動詞に も

当てはまる,従 ってinanimateの 主体 しか主語に とらない動詞 な らみな

ヒ の特徴 を持 つ(例;(戸 が)あ く,し まる)・ しか し戸 を擬人化 して言 う揚

合 な らば 「あける」 《あ くこ とがで きる 》,「 あきたい」 「あけJな ども不

可能 ではない(「開 けゴマ1」 の よ うに)の に対 し,可 能形の場合 は何 をど う

擬人化 して もこれが不可能 である点,つ ま り前者が語義的不可性 であるの

に対 し後者 が文法的不可性 である点,注 意すべ きであ る,

「できる」 が他動詞の可能形 と共通の職 能上の特徴 を持 つ一方 ,「 する」

とい う動 詞 が可能形 を作 らない とい う事実が ある.そ の穴 をち ょうど うめ

るものが この 「できる」 なのである.「 する」 対 「で きる」 の関係 は,意
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味上 も職能上 も,「 飲む」対 「飲 める」,「買 う」対 「買える」 などの関係

とほ とんど平行 しているので ある・従 って,す でに 「日本語 の他動詞 の希

望形 ・可能 形 と助詞」(1970,本 稿 の注2)で 述 べたよ うに

(18)ス ケ ー トができ る

の構 造 は

(19)お 酒 が飲 め る

の構造 と平行的 に考 える ことができる1

(19')お 酒 一を一 飲む
1111
お酒一が一[飲 む一える1

(18')ス ケ ー トーを す るIIll

ス ケ ー トーが一[す る一える】

ところが 「す る」 と 「で きる」 の職能..Eの 関係 は・他動詞 とそ の可能形

の関係 と完全 に平行 して いるとは言 えないのである,「 飲 める」 の対象語

は場合 によって は 「を」 を伴 うこともある・「できる」 ¢)対象語 も揚合 に

よっては 「を」 を伴 うこともなくはないが,こ れはふつ うの他動詞 の)可能

形 に比べ る ≧は るかにまれで ある,も っ と決定的 なこ とは 「お.一一 にな る」

とい う型 の尊敬表現 を作 るの にふつ うの他動詞 と可能形語尾 「える」 の組

み合 わせ では 「お飲 みに なれ る」 「お買い になれ る」 のよ うに,ま ず他動

詞 が 「お一 になる」 のパ ターンにはい り,そ の次に 「える」 がつ くのに

対 し,「 する」 「できる」 の場合は 「おで きになる」 と言 って 「する..1と

「える
」 が結合 した後 に これ が 「お一 一・・一になる」 のパ ターンにはい る(×「お

しになれる」 とは言 わな い)の である・ つ ま り 「で きる」 は 「する』 の可

能形の穴を うめるものではあるけれ ども,ふ つ うの可能形 よ りも 「す る」

と 「える.」が早 い段階で結 びつき,従 って結びつ きがかたい と言 うことが

で きる.

「できる」 には 「す る一一え る
」 ではないもの もある.

(20)あ の子 は(国 語 ・勉強 が)よ く.できる,

(21)駅 前 にパチ ンコ屋 ができた.
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例20の 「で きる」は可能 の意味 を持つ が,し か しこれは 「す る一える」 で

はな く,全 体 で 《成績 がいい>)こ とを表わす ものであ り,§5の 「じょう

ず」 「と くいJな どと通ずる.例21の 「できる」 は可能の意 味を持 たない

単純 な 自動詞 で,意 義上 「作 る」 と関係す る(他 動 詞 「作 る」 に対 す る自

動詞 の穴 を うめ る)も のであ る・ 正規 の他動詞の可能形 の揚合 にも・ それ

と同形 の 自動詞が存在 するこ とはよくあることであ る、

(22)練 習 して じょうず に切れ るよ うになった・(「切 れる」 は 「切 る」

の可能形)

(23)こ の糸はす ぐ切れ る・(r切 れ る」 は可能形であ る場合 もな くはな

いがふつ うは他動 詞 「切 る」 に対す る自動詞)

も うともこの二 つの 「切 れる」 の意味 には,「 切 る」 の部分だけに帰ぜ

られないほ どの近 さが感 じられ る,こ れ は 「切 る」 に接尾 した可能形形成

接 尾辞 と自動化接尾辞の二 つのeが いず れも可能の要素 を含 んでいるか ら

で あろ う,な お筆者 は 「切 る」(他)対 「切れ る」(自 〉の類 を奥津敬一郎氏

の よ うに両極化3と は見ない.1955年 東 大文学部言語学科 の 服部四郎教授

の演習の レポー トで筆者が行な った調査 に よる と・五段活用の他動詞 は可

能形 と同 じ形 にするこ とによ り 《ひ と りでに 、一 す る》 とい う意味 の 自

動詞 として使 われる ことが ある(例:わ ざと書 いた ん じゃない・ 自然 に書

けちゃったんだ)・ しか し逆 の方向 の類推 は 起 こらない・ 従 って この類 の

対 は他 → 自の方向の派生,eは 自動化接尾辞 と見 られ る・ 「あく」 「あけ

るJの 類 の場合 は逆 に 自→ 他 の方向 の派生 で,eは 他 動化接尾辞 と見 るぺ

きである.同 じ形の ものが自動化 と他動 化 の両方に使われる とい うこ とは

この解釈 の妨 げにはな らない.ア イ ヌ語 にも語根に接尾 し七 自動詞 を形成

す る接尾辞 と他動詞 を形成 する接尾辞 の両 方のkeが あ る.例=ray(自)

《死ぬ 》,ray-ke〔 他)《 殺す 》;kom-o(他 ・単),kom-pa(他 ・複)《 折 り

曲げ る 》,kom-ke(自)《 折 れ曲がる 》(沙 流方言な ど)

3奥 津 敬 一 郎 κ 自動 化 ・他 動 化 お よび 両 極 化転 形一・一・・自他 の対 応"『 国語 学 ■70

工1967)・
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3・ 見 える,聞 こえ る

「見 える」K見 ることがで きる〉〉,「 聞 こえる」 《聞 くことができる 》 も

可能の意味 を持 ち,し かも前述 のよ うなふつ うの他動詞の可能形 が持 つ と

同 じ職能上 の特徴 を持 っている=

a・ 対 象語 がふつ う 「が」 を伴 う=あ の星が見える ∋先生の声が聞 こえ

ない.

b・ 主体 を表わす成 分が 「に」 を伴 うことがある:わ た しにも見 える1

彼 に聞 こえない こと.

C・ 可能形 を作 らない:X見 え られる,X聞 こえられ る・

d,希 望形 を作 らない:x見 えたい,x聞 こえたい.

e・ 命令 表現 がない ヂ 見えろ,X聞 こえなさい,瀾 こえて くだ さい.

丘 意志表現 がない:「 見 えよう」 「聞 こえましょう」 とい う形で意 志 を

表わす ことがない,

だ か ら 「見 える4「 聞 こえる」 も何 かある他動詞の可能形 と考 える こと

がで きると都合 が よい.

「見 える
」 「聞 こえる」 と形 の上 で関係 があ り意昧上 も結 びつ け られそ う

な他動詞 は 「見 る」「聞 く」 である.し かし 「見る」 「聞 くJに は規則的 な

派生法 によって作 られ る可能形 「見 られ る」「聞 ける」が ある・そ こで 「見

られ る」 「関ける」 の用法がふつ うの他動詞 の用法 と平行 してい るか どう

カ》を』調べてみ る と:

(24)海 老 蔵 が見たか った ら今月歌 舞伎座 へ行 けば見 られ る.

(25)ア ル ゼ ンチ ンタンゴが 聞きたか った らNさ んの うちへ 行 けば聞

ける,

(26〉 き ょうは久しぶ りにいい芝居が見 られてしあわせ だった.

(27)き ょ うはすば らしい レコー ドが聞 けてしあわせ だった、

この用法はふつ うの他動詞 の可能形 の用法 と平行 している=

(28)お い しい コー ヒーが飲 みたか った らKさ んの うちへ行 けば飲 め

る,
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(29)安 く ていい オーバ ーが 買 いたか った らセ・まTデ パ ー トの7階 に

行 けば買 える,

(30)き ょ うは久 しぶ りにお い しいコーヒーが飲 めて しあわせだ った.

(31)き ょ うは とってもす てきなオ ーバ ーが買 えて しあわせだ った,

しか し一方・ふつ うの他動詞 の可能形が用 い られ るの と平行 した文脈 で,

「見 られ る
」 「聞 ける」 が使 えな い揚合 があ る1

(32)

(33)

(34)

(35)

(36)

(37)

(38)

(39)

こ¢)お茶 は熱 くてわた しには飲 めない,

こ の肉 はかた くてわ た しにはかめない.

歯 を治 した ら肉がか める ようになった,

薬 を飲 んだ ら何で も食 べ られ るよ うにな った,

×黒板 の宇 は小 さくてわ た しには見 られな い
。

冨彼 の声 は小 さくてわた しには聞 けない
.

×めがね をかけた ら黒板 の字 が見 られ るよ うにな
った.

メ前列 に坐
った ら彼 の声が聞 けるよ うにな った.

例36-39の よ うな文脈 では 「見 られ る」 「聞ける」 の代 わ りに 「見 える一1

「聞こえる
」 が用 い られ るのであ る:

(40)黒 板 の字 は小 さくてわた しには見 えない。

(41)彼 の声は小 さくてわ た しには聞 こえない.

(42)め が ね をかけた ら黒 板 の字が見 えるよ うに なった.

〔43)前 列 に坐 った ら彼 の声が 聞 こえるよ うにな った.

一 方先 の例24-27の よ うな文脈 では 「見 える
」 「聞 こえる」 は使 えない=

(44)x海 老 蔵 が見たか った ら今月歌舞伎座へ行けば見 える.

(45〉xア ル ゼンチンタンゴが聞 きたかった らNさ んの うちへ行け ば聞

こえる.

(46)xき ょ うは久 しぶ りにいい芝居 が見 えてしあわせだった,

(47)xき ょ うはす ば らしい レコー ドが聞 こえて しあわせ だった,

つ ま り他動詞 の可能形が続 つ用 法 を 「見 られ る」「聞ける」 も 「見 える」

「聞 こえる
Jも 持 っているけれ ども,他 動詞 の可能形が 使われる ような文
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脈 の うちあ る種 の ものに.おいては 「見 られ る」「聞 ける」が用 い られて 「見

える」「聞こえる」 は用い られず,他 の文脈 においては 「見 える」「聞 こえ

る」 が用い られて 「見 られ る」 「聞ける」 は用 い られないのである・ この

こ とは次の よ うに解釈 でき よう.

ふ つ うの 動詞の 可能形 は,動 詞の 意 義素に 加 えて 可能形語尾 「える」

ra爬 一eの 意義素 を持 ってい る・ た とえば 「飲 める」aomeの 意 義素は

「飲む」noMの 意 義素 と 「える」Oの 意義 素の合計 を そ っく り持 ってい

る.と ころが 「見 られ る」 「聞 ける」 は,形 の上 で 「見 る」「聞 く」 の可能

形 としての資格 を完全に備 えなが ら,「見 る』mi,「 聞 く」kiKの 意 義素 と

「える
」mre～ ∈ の意義素 の 合計 そ ワ く りは 持ってお らず,そ の一部 を

「見 える」 「聞 こえる」 にゆず っている.言 いかえれ ぱふつ うの動詞の揚合

は一つ の可能形 が持 ってい るものを 「見 る」 「聞 く」 の揚合 は 「見 られ る」

と 「見 える」,「聞 ける」 と 「聞 こえる」 のそれ ぞれ二つが分担 しているの

であ る.

そ れ では 「見 られ る」「聞ける」 と 「見 える」「聞こえる」 とび)意義素の

違 いは どこにあ るのであろ うか.

上 に あげた例 か ら推す と 「見 える」 「聞 こえる」 は視力,聴 力 に関係が

あ る らしい.視 覚の能力の限界 を越 えない のが 「見 える」,聴 覚の能力の

限界 を越 えない のが 「聞 こえ る」であ る らしい,実 は限界 を越 えるか越 え

ないか は,そ の人 の視力,聴 力 の強弱 によるばか りではな く対象物 の大 き

さ距強 さ,あ るいは 障害物や雑音 とい った,周 囲 の状況 に よる場合 もあ

る.し か しとにか く視力,聴 力 の 点 か ら 見 て 可能であるのが 「見える」

「聞 こえる」 だ とい う・ことになる、

これに対 し 「見 られる」「聞ける」 の場 合は,視 力,聴 力 に無関係で,何

か外 的な事情や都合 その他何 によってで も,「 見 る」「聞 く」 とい う行為 を

行 な うことがで きるとい うことで ある・ここでは 「見 る」 「聞 く」は主体 が

意志 をもって行 な う行為 として とらえ られ ている・「見 える」「聞 こえる」に

おい ては 「見 る」「聞 く」 は対象 を視覚,聴 覚 に受 ける とい うだけである・
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一般 の動詞・ た とえば 「飲む」 の場合 は,主 体 の能力 の範囲内で まにあ

うとい うの も(例32)能 力 に無関係 に外的事情や都合 そ の他 に よって 主体

がその行為 を行 か うことがで きる とい うのも(例28,30)「 飲 める」である.

な かには 「か める」(例33,34〉 の ように能力 に閣 したこ とに用 いられ るの

がふつ うであ るもの もあるが,し か しこの 「かめ る」 も,特 殊 な状況 を設

定すれぱ外的事情や都合に よる可能性 に用い られ るこ ともあ り得 る1

(48)う る さい先生が休 みだか らき ょ.うは授 業中 にガムがかめる・

結論 としては,一 般 の動 詞の可能形 は一つ の基本 形 に対 して一っである

のに,「 見 る」 「聞 く」 の可能形 はそれぞれ二つずつ あ り,意 味によ って使

い分け られてい るのである.

「見 える
」《見 ることができる 》,「 聞こえる」 《聞 くことがで きる 》 を

「お一 にな る
」型 の尊敬表現 にする ときは 「ごらん になれ る」(黒 板 の字

が ごらんになれ ますか・)「お 聞きになれ る」(彼α)声がお聞きになれますか・)

とな って,「 見 られ る」「聞 ける」 に対する尊敬表現 と合 流 して しま う(「彼

の声がお聞こえにな りますか・」 「黒板 の字がお見 えにな りますかり も,言

わな くもないよ うであるが なん となく違和感 がある).こ の ことも上 の仮説

の支 え となる.

4.わ か る

rわ か る
」,も 可能 の意味 を含 み,他 動詞 の可能形 が持 つ職能上 の特徴α)

一 部を持 っている:

a・ 対象語 がふ つ う 「が」 を伴 う言英語が わか る.

b・ 主体 を表 わす成分が 「に」 を伴 うことがあ る=わ た しに もわかる,

彼 にわからない こと.

C,可 能 形 を作 らない=× わかれ る 《わか ることが できる》,

しか し特徴d-fは 「わかる」 には当てはまらない=

d,可 能形 は希望形 を作 らないが 「わか りたい」 は可能.

e・ 可能形 は命令表現が ないが 「わかって くだ さい」 は可能.

£ 可能形 は 意 志 表 現 がないが 「わかろ うとしない」 などの文脈 では
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「わか ろ う」 も可能 ,

これ らd-fの 揚 合 は意味上 も 《理解す るこ とができる こ とを希 望す

る 》 《理解す ることが できる ようにと頼む 》 《理解す るこ とがで きるべ く

努力 しない 》 のよ うに可能 の意味 を表わ さず,「 わか るJは 《理解す る》

ことだけを表 わ してい る.職 能上 も対象語 が 「を」 を伴 いや す く,特 に

e,fの 揚 合 はまず 「が」 を伴 うことはない と思われる・dの 場合 は 「が」

も 「を」 も伴 い得 る(彼 の言 うことがわか り,たい・彼の書 うこξをわか りた

い)が,こ の場合 「が」 は 「一 ・たい」 に よって 「わか る」 の 目的語 に伴わ

しめ られ た もの(つ ま9「 わ かる」 のせいではない)と 見 るこ とがで きる・

結局 「わかる」 は他 動詞 の可 能形 としての面 と他動詞の基本 形 としての

面の二面 を持つ と見 る ことができ,従 って一般 の他動詞 には基本 形 とそれ

か ら派生 した可能形 とが区別 されているのに対 して 「わかる』 においては

両形 が中和 している,と 解釈 することができ よう(「わかる」 におい ては基

本形 と可能形 が同形 であ る,つ ま り可能形語 尾がゼ ロである,と い う解 釈 も

で きそ うだが,い ずれ の解釈 のほ うがよいかまだ結論を出すに至 らない)・

§§2-4を ま とめて表 にす ると:

一般の他動詞

段 る

基 本 形

る

む

う

べ食

飲

買

す る

見 る 見 る

聞 く 聞 く

可 能 形

る

る

る

れら

め

え

べ食

飲

買

で き る

見 られ る

見 え る

聞 け る

聞 こ え る

1■■
わ か る目目■目 わ か る
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これは これ ら諸形式 を 「他動詞 の基本形 と可能形」 とい う観点か ら見て

整理 した もので・各形式の持つ全職能お よび意味 の体系が これ でつ くされ

てい る とい うわけではない・た とえば 「見 える」 には 「林 も小川 もある し

海 も見 える・」 「町 のあか りが小 さく見 えてきた・」 のよ うに 「ある」 「現 わ

れ る」 な どの自動詞の仲問 と考 え られる用 法 もあ る・ 「聞 こえる」 も同様

であ る・ 早大国語学会 さ発表 した とき,「 見 える」 は他動詞 「見 る」 に対

す る 自動 詞で あ り,可 能の 「られ る」 がついた ものは 「見 られ る」 だとい

う反論が 出た・形 の上で 「見 る」 に 「られ る」がついた も4)は 「見 られる」

だ とい うことも・「見 る」「見 え る」 にふ つ う¢)他動詞 ・自動詞 の対 に平行

した用法 がた くさんあ るこ とも,い ままで述ぺ て来 た とお り筆者は認めて

い るので ある・ しか し 「見 える」「聞こえる」 の用法 が 「見 る」 「聞 く」 に

対 する 自動詞 としてのそれ だけではな く,対 象語にFが 」 を伴 わ しめる語

としての用法 もある とい うこ と,そ してr見 られ る」r聞 ける」 だけでは

お おいつ くしていない1見 る」「聞 く」7)可 能形 の用法が,目「見 える」 「聞

こえる」 に よって補 われてい るとい うことは,無 視 できない事実 なのであ

る,筆 者 は形 の上 の規則性 で なく用法(職 能,意 味)を 問題 に しているので

ある.

5・ じょうず,へ た,と くい,に がて,う まい く(じょうず>〉

これ らの語 も可能の意味 を含 んでお り,ま た可能形の持つ職 能上の特徴

aを 持 ってい るl

a・ 対 象語がふつ う 「が」 を伴 う=

(49)彼 は スキーが じょうず だ.

(50〉

(51)

(52)

(53)

彼 は字 がへただ.

彼 は暗算 が とくい だ,

彼 は体育 がにがてだ・

彼 は しょうぎが うまい.

しか しこれ らの語 は特徴bは 持 っていない.つ ま り主体 を 表わす成分

が 「に」 を伴 うこ とはない(× わた しに じょうず だ.X彼 に とくいなこ と)・
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特徴C以 下 は動詞 に 関 してのみ 問題 になる ことが らである,「 じ ょうず」

「へ た
」 「とくい」「にがて」 は形容動詞,「 うまい」 は形容詞 の活用 を し,

また これ らの語 は 「とて も」 「非常に」 などの程度 の連用修飾語 の修 錦 を

受 ける とか 「...よ り..・ の ほ うが一一一 」「・一 がい ちぱん一一 」 な どの

比較表現 のパ ター ンにはい る ことが できる とい うよ うな,主 に形容詞・形

容動詞,あ る種 の副詞 が持 つ職能 を持 ってい る("主 にP'と 言 うのは これ

らの職能 は 形容詞,形 容動 詞,副 詞以外 の語 に もあるか らである・ 「右」

「左」 「前」「海 と」 など
・ 名詞 の中にもこの職能 を持つ下位 クラスが ある

し,動 詞で も 「とて もやせ てる」「Aよ りBの ほ うがふ くれ た」 などの用

法 もある),

また これ らの語 にお いてはコ対象語が 「を」 を伴 うこ とはない(×スキー

を じょうず だ,x体 育 をにがてだ,)

こσ)ように,可 能 の意味 を含 む点,対 象語に 「が」 を伴わ しめる点 を除

けば,こ れ らの語 は動詞 の可能形 とはかな り違 っているのである.

§2で 述べた ように,可 能 の意味 を持 つ 「できる」 に 「するJの 可能形

に相 当す る と見 なす ことが無理 なもσ)がある(例=彼 は国語(理 科 ・勉強)

が できる)・「国語 ができる」4)「 できる」 はひ とま とま りで 《成績 がいい 》

ことを表 わ し,「 じょ うず」 「とくい」 な どと意味上似通 ってい る,こ の

「できる
」目く(成績がいい 》 においては,主 体 を表 わす成分 が 「に」 を伴 う

こともな く(「彼 に国語 ができ るJ「 彼 にで きるのは国語 だけだ」 など と言

うのは,彼 の国語 の成績 の話ではな く,国 語 のテス トの問題 をとくこ とと

か,何 か 国 語 関 係 の仕事 をすることが話題 になっている場合 であろ う),

ま た対象 を表 わす成分 が 「を」 を伴 うこともないよ うである(「国語 を で

きる」 「勉強 をできる」 はまれ だが もし言えば 《成 績がいい 》 では なく

《...す る ことができる 》 のほ うになる〉、 これ らの点か らみて 「でき る」

《成績がいい 》 は 「じ ょうず」 「へた」 の 仲 間 に入 れて よさそ うに思 わ

れ る,

「とくい
」 には上 に述べ たも¢)のほか に,《...を 誇 らしく思 う》こ とを
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表 わす 「・西 す る(し た)こ とが とくい だ」 とい う用法 がある(例:彼 はこ

ん どの試 合 で優勝 した ことが とくい なんだ)・ これ は意味上か らも職能上 か

らも後述 §7の 「いや」「うれ しい」 な どの仲間 と認め られ る.こ の 「と

くい」《誇 らしく思 う》 においては,「 、..が と くいだ」(..,優 勝 した こ

とが とくい だ)と い うパ ター ンか ら 「._を とくいがる」(._優 勝 した こ

とをとくいが る)と い うパ ター ンを作 るこ とができる、「じょうず」「へ た」

「と くい
」《よくできる 》「にがて」 「うまい」く(じょ うず 》な どは心情 を表

わ さず状態 を客観的 に見て表わす形式 だか ら当然 の ことなが らこの職能は

ない(Xス キー をじょうずがるlX宇 をへたが る).心 情 を表わす形式 な らば,

「いやJ「 うれ しい」(い やが る
,う れ しが る)な どの類 ばか りでな く 「ほ し

い」 「._「 たい」(ほ しがる,,一 たがる)で も,ま た対象語 をと らない形

容詞(暑 が る,き たながる)で もよ く 「が る」 がつ くのであ るが,形 容動詞

の揚 合はか な り制限があ り,「 いや がる」 「迷惑がる」 は言 うけれ ど 即好

きがる」X「 き らいがる」 ×「元気が る」X「 しあわせが る」 な どとはふつ う言

わない.従 って 「とくい」《じょうず 》 には 「がる」 がつ かず 「とくい」

《誇 らしく思 う》 「には 「が る」 がつ くこ とは,単 に意味の問題であるだけ

ではな く,職 能上¢)特徴 でもあると言わ なければな らない.

6,好 き,き らい,大 好 き,大 きらい

これ らは意味上 「好悪」 とい う共通の特徴 を含 んで いる,そ して対象語

に 「が.1を 伴 わ しめる とい う職能上α)特徴 もある=あ σ)人(花,甘 いものが

好 きだ,)

これ らの語においては,主 体 を表わす成分 が 「に」 を伴 うこ とはない=

xわ た しにはあの人(花
,甘 いもの)が 好 きだ,x彼 に きらいなもの,

これ らの語 は 形 容 動 詞 の活用 をし,ま た 「とて も」 などに修飾 され、

「_.よ り,.,の ほ うが一 」 「._が い ちば ん 」 な どの比較表現 のパ

ター ンにはいる ことができる.

このよ うな点で これ らの 語 は前 節の 「じょうず」 「へた」 等 々 と似 て

いる.
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しか し 「好 き」「きらい」 「大好 き」「大き らい」 の場合は対象語が 「を」

を伴 うことがある、これ は

(54)太 郎 が花子 を好 きなんだ・

(55)だ れ がだれ をきらいなσ舜

の よ うに,主 体 も対象 もヒ ト(有 情物)で ある場合に著 しく,そ の名詞句 が

主語 ではな く対象語であ ることをは っき りさせ る必要があ る場合 に,対 象

語 に 「を」 をつけ るのだ と考え られ る.こ の点で これ らの語 は前節 の諸語

とは大 き く異な り,§1の 「ほ しい』 とい くぶん似 ている.主 体 の心情 を

表 わす とい う意味の点で もこれ らと 「ほ しい」 には通 うところがある.し

か し 「ほ しいJと 違 って,ふ つ うは動詞 を修飾す るよ うな修飾語 に修 飾 さ

れ るこ とはない.

「好 き
」 「き らい」 の形 態的基礎 になる もの として動詞 「好 く∫ き らう」

があ る・ しか し 「大好 き」 「大 きらい」 は 「好き」 「きらい」 に さらに 「だ

い」 が接頭 した ものであ り,「 大好 き」「大き らい」 の直接の形態的基礎 に

なる動詞は ない,「 好 き」「き らい」 と平行 的な形 の派生 は他の数多 くの動

詞か ら皿)派生名詞に見 られるけれ ども,職 能上 意味上 は 平行的では ない・

従 って これ らの4語 は・上 記の よ うな職 能上の特徴 を持 った一群の語 ・ と

す るべ き もので ある.

7・ いや,恋 しい,な つか しい,う れ しい,悲 しい7楽 しい,お も しろい・

こわい等々

あ る種 の心情 を表 わす一群の形容 詞や形容動詞 が,対 象語 に 「が」 を伴

わ しめ るとい う職能上の特徴 を見せて いる,

(56)わ た しはあの人がいや だ.

(57)わ た しはゆ うべのパ ーティーがほんとに楽 しか った・

(58)わ た しはあの映画 が とて もお もしろかった.

(59)わ た しは犬が こわい、

この うち 「いや」 「恋 しい」「なつか しい」 「こわい」 な どの よ うに有 情

物 を対象語 として取 り得 る語 においては・対象語が 「を」 を伴 うこと もあ
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り得 る.

(6G)太 郎 が花 子 をいや なんだ.・

(61)だ れ ヵミだれ をこわい のP

しか しこの グループの語 の揚合,対 象語 が 「を」 を伴 うと,§6の 「好 き」

「き らい
」 の場合 よ りもいっそ うしっ くりしない感 じがする,む しろ例60,

61の 代 わ りに 「太郎 が花子 をいや が ってるんだu「 だれが だれ をこわが っ

てるのP」 な どの よ うな別 の,対 象語(目 的語)が 正 当に 「を」 を伴 い得 る

形式 を使 って言 うほ うがふつ うであろ う,「.が る」 のつかない 「好 き」「き

らい」 に比べ てこ うい う言い換 えが簡 単 にで きる ところに,例60,61の よ

うな文 の逸脱感 を生 じさせる原 因があ ると思われ る,

一 部 の語 においては心情の主 体 を 表 わ す 成 分 が 「に」 を伴 うことが

あ る..

(62)わ た しにはゆ うぺのパ ーテ ィーが ほんとに楽 しか った.

(63)わ た しにはあの映画 がお も しろかった・

(64)わ た しには犬が こわい.

この グル ープの語 においては 「_.に 」 はたいてい 「,.、に とって」 と言

い かえ られ る・そ して心情 を持 つ主体 は もはや主語 ではな くな り,心 情 の

向け られ る対象 のほ うが主語 になる場合 も多い・ そ うなるとち ょうど

(65)わ た しには英語の試 験が とて もむずか しかった・

と平行的 にな る.こ のことは 次 のよ うな 語順 の場 合に いっそ うは っき り

す る.

(66)ゆ うべのパ ーテ ィーが(は)わ た しにはほんとに楽 しかった,

(67)あ の 映画が(は)わ た しには お もしろかった.

(68)犬 ヵ～(セま)わ た しレこ}まこわv、、

中で も特 に 「お もしろい」「こわい」 は

(69)お もしろい映画だ.

(70)こ わ い犬 だ,

の ように心 情 を持つ主体 をまった く問題 にせず に使 われ ることもあ る、 こ
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の場 合 「お もしろい」 「こわい」は単純な(「長 い」「大 きい」 な どのよ うな

属性 を現わす)形 容詞 と同 じ働 きを してお り,.「映画」「犬」 はお もしろ さ,

こ わ さの対象ではな く主体 である.こ の こ とは

(71)こ ん どの映画 はお もしろいよ.

(72〉 こ んどの先生 はこわいよ.

の よ うな述語の位置での使 い方 におい て も同様 である,

な お この グループの中の一部は,対 象 を問題 にせず主体の気持 ちだけを

問題 にす る場合に も用 い られ ることが ある、

(73)わ た しは きょうなんだかとて も楽 しい.

(74)わ た しをまなんノとな くこわレ、,

そ の揚 合は主体 を表 わす成分 は 「に」 を伴 わ な いこと,黒 田 成 幸 氏 が

"「ガ
」 「ヲ」 及び 「二」 について"1『 国語学 』63(1965)】 のp・79で 指 摘

され・た とお 堕である.た だ しそこで黒 田氏 が 「私は恐 わい」 に お い て は

「私 に は恐 わい
』 とは違 って"恐 わ さの対象 を間題 とせず感情 だけが問題

とされ てい る"と 言われたのは言 いす ぎで,「 私 には恐わい」 と言 えばた

しかに必 ず対象がある と決 ま ってい るけれ ども,「 私 は恐 わい」 のほ うは

対象 がない とは限 らず,対 象 のある場 合 もある と思 う=

(75)わ た しは(犬 が)こ わい・

この グループの形容詞,形 容動詞は,対 象語 を とり得 る ことか ら,他 動

詞や他 動詞か らの派生 形に多少 とも似通 った感 じがす る・ しか しこれ らは

実 際上 にせ よ 仮定上にせ よ何 らかの 他動 詞の 派生形 とす ることは できな

い.黒 田成幸氏が前掲論文で 「私 が,_Aい ・」 の中には めこまれた副文

を 「私 がそれ を恐わが る」 として・実在 の動詞 「こわが る」 を持ち出 され

た こ とには賛成 できない,「 こわがる」 は 「こわい」(kowa】 く)に 非常に生

産 的な接尾辞 「がる」(gaR)が つ いてできた他動詞である、

「ほ しい
」が仮定上の他動詞 の希望形 だ とい うのは,「 ほしい」がほかの

た くさんの 「他動詞一た い」 と同 じ職 能 を 持つか らである・ 「で きる」 が

「す る一える
」 だ とい うのは,「 する」 と 「できる」 の職能上 の関係がほ か
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のた くさん¢)他動詞 とその可能形 の関係 と平行的だか らである、 また本稿

では扱 っていないが筆者が執筆者 の一人 になってい る早稲 田大学語学教育

研究所編 『外国学生用 日本語教科書初級』(リ コ ヒ。一版1965,活 宇版1967)

以 来 「あ る」 の否定形 を 「ない』 とし,こ の 「ない4を 「ある」 とは別個

の形容詞 とは見 ない理 由 も,「 ある」 と 「な い」 との関係 が他 の無数 の動

詞 とその否定 形 の関係 と平行的 だか らである.と ころが 「いや」「恋 しい」

「あ りがたい
」 「こわい」等 々においては,ほ かの他動 詞や その派生形 に同

じ職能 のものもな く,平行的 な職 能上 の関係 も認 め られないのであ るか ら,目

これ ら一群 の語 は何 かの派生形 とす ることはできない し,ま たそ うす る必

要 もない ので ある.

8.い る(必 要),あ る(所 有)

(76)わ た し(に)は お金がい る・

(77)わ た し(に)は 弟が ある.

にお ける 「い る」 「ある」目も対象語 に 「が」を伴わ しめる語 であるが,両 者

ともこれ まで にあげた どの グル ープ にも入れ るこ とのできない特殊 なもの

である,な お所有 を表わす 「ある」 を認 めず 「あ る」 は存在 を表 わす だけ

だ と見 る人 もいる.た とえば国広哲弥 ・・日英両語 のテ ンス"[r構 造 的 意

味論』(三省 堂,1967)】p・51で はr例 解国語辞典』の"③ 持 っている'シ と

い う記述 を批 判 して"こ れは問題で,や は り 「存在する」 とい う意味 で

あろ う,"と あ り,p.53に は 「彼 ニワ子供 ガ3人 アル」 を 「賛成者ガアル」

「居眠 リシテイ ル人 モアル シ愉 快 ニシャベ ッテイ ル人 モアル
」な ど と同一

の用法 として並べ てある.し か した とえば

(78)先 生 はご用がおあ りにな る・

の ように 「ある」 が 「お一 に なる」 とい う尊敬表現 のパ ター ンにはい る

ことができる点を見れば,「 あ る」 の主語 が 「ご用Jで はな ぐて 「先生」

であるこ とは明白であろ う.「 ご用」 が主語 だった ら 「先生 はご用 があ る」

となるはず だが,こ れは筆者 のイデ ィオ レク トでは 「先生 はここにいるり

な どと並 ぶものである・ただた しかに 「ある」(所 有)は 「あ る」(存 在)と
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意味上非常 に近 い関係 にある・ これ は §7の 「こわい」 な どと同様 に・一

つQ「 ある」が対象 な しに も用い られてその揚 合は存在 を意味 し,対 象 を

持 っても用 い られてその場合 は所有 を意 味する,と 言 うべきであろ う.し

かしそ れに しても,.こ の差 は単1こ文脈 に よって出 てくる意味の違 い として

がたづ け られ ることではな く,「主語+あ る」 と 「主語+対 象語+あ る」 と

い うパ ター ンの意義素の違 い と言 うべ きで あろ う、 こ うい うパ ターンを無

視 して単 にある単語あ るいは形式の意義素 を求 めよ うとして も的確 な記述

はできない と、思 う.

付 記

早大 国語学会 での発表の約1年 後 に久野障 氏の"NotesonJ2panese

Grammar"[r言 語 の科学』 第2号(東 京言語研究所,1970年11月 と奥付

にあ るが実 際 に 出 た の は1971年1月25日)1を 見 た.そ の §3に 本稿 で

筆 者が扱 っている 「が」 へ の 言 及 が あ る・ また この少 しあ とに同氏の

"Case -MaエkinginJapanese"〔1967口 頭 発表 の原稿)を 見 る機 会 を持 った

がそ の中では この 「が」 が 「を」や 「に」 とともによ 夢くわし く扱われ て

い る.久 野氏は"「 ぼ くがMaryが 好 きだ」《lamf。ndgfMary》 ¢)

「Mary」 は 従来σ)記述 では主語 と言 われていたが これは主語 ではな く目的

語 であ る"と 主張 され,ま た"non-stativetrans三tiveverbs(状 態 を表

わす のでは ない 他動 詞)は 目的語の ⊂ase-markerと して 「を」 を と り・

stativetr汎nsitivoverbalforms(状 態 を表わす他動形式1い くつかσ)動詞

とすべ ての他動的形容詞お よび形容動詞)は 目的語 をmarkす る のに 「が』

を とる"と い うことを論証 しようとされた.

まず第一 の点 であ るが対象語に 「が」 を伴 わ しめ る語の存在 はかな り前

か ら言 われ てい たことである・ これ に反対 して 「主語一が」 と 「対象語一

が」 を同一視す る説 もあるけれ ども,こ れ を別 と考 えている人 も多 いので

あ る.す でに時技誠記r日 本文法 口語 篇』(1950)pp・276圧 に この考 えは

明言 されてい るし,早 稲 田大学語学教育研究所 『外 国学生用 日本語教科書

初 級』(1%7)を は じめいろいろな 日本語教科書 で も 「対象語一が」 が 「主
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語一・が」 とは別 に扱 われ てお り,ま た早稲 田大学語学教育 研究所編 『講座

日本語教育 』 第2分 冊(1966)所 載 の"日 本語の文法一 一助 詞な ど ド 」

め中で筆者 もこれに言及 している.

次 に第二 の点 であるが,た しかに対象語に 「が」を伴 わ しめる語 は状態

を表 わす,と い うことはほ とん どの場合 に言 える.し か し久野 氏の よう1と

これを逆 に して言 うことがで きるであ ろ うか,1971年1月 末 に久野 氏 とお

会い した とき,「 着 られ る」(可 能),「 着 たい」(希 望)が 状態 を表わすか ら

「が」 をとると言 うな らば 「着 てる
」は 状態 を表 わすのに 「を」を とるの

はど う説明 するのか うかが った ところ,「 着 る」 と 「いる」 め問に 「て」

がはいっているか らだとの こ とであった,そ うす ると 「知 ってる」 も 「知

る」 と 「いる」 の間 に 「て」が はいってい るか・らであろ うか,「 知 らない」

¢)「知 ら」 の部分 は どうだろ うか、 「わかる..1は本 稿 §4で 指摘 した よう

に基本形 と可能形 とにまたが っているが,基 本形 に属す る場合 は状態 を表

わすのではないのに対象語 に 「が」 を伴わ しめ ることがあ り(例:き の う

や っ とこの意味がわか った),§4で 指摘 した ような限 られた場合 を除いて

「が
」をとるほ うがふつ うで ある・金田一春彦先 生が"国 語動詞 の一分類"

[『言語研究』15(195q)1の 第 二章で"状 態動詞"と して あげ てお られ る

'一要する」は 「を」 を とるが
,「 いる」は状態 を表わ し 「要す る」 は状態 を

表 わさない と言 えるであろ うか,「 これを格助詞 とい う」「,..を,..と 称

す る」 な どの 「い う、.1「称 する」 は状態 を表 わさない と言えるだろ うか・

「好 き
」 「きらい」 「ほしい」 「わかる」 な どが状 態 を表 わす と言 うな らば

[好 く
」「好 む」 「愛す る」 「き らう」 「憎む」な ども状態 を表わ す と言 うべ

きでは ないか.non-stativeの 語 は 「をJを と りstativeの 語 は 「が」 を

とる とい うことは・大 きい傾 向 としては言 えるけれ ども・ これ を規則 とす

る とあま りに も例外が多 くな る.

形容 詞,形 容動詞 が対象 語 を とる揚合 は常 に 「が」がつき,動 詞 が対象

語 に 「を」 を伴 わ しめる(す なわち 「目的語一を+他 動詞」)か 「が」 を伴

わ しめるか,あ るいはまた ほかの助詞 を伴 わしめるかは語 に よって決 まっ
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てい る・ とい う考 え を筆者 はいま も変 えていない・ そ して本稿 で筆者は,

対 象語 に 「が」 を伴 わ しめる動詞のほ とんどが値動詞 の可能形に相 当す る

もので ある こと(こ う言 うほ うが,久 野氏の よ うな規則 を立てるよ りも例

外 が少な くてすむ),ふ つ う形容詞 の中に入 れ られ ているrほ しい」 も実は

他動詞 の希 望形 に相 当す るもので,伺 じく対象語 に 「が」 を伴わ しめる形

容詞 「こわい」 「お もしろい」 な どとは 職能 が違 うこと,そ して対象語 に

rが 」 を伴 わ しめるた くさんの語が,い ろいろの共通点 と相違点 によって

関連 し合 ってお 窮 単純 に一 まとめに してす ませ られない ことなどを述べ

た二わけで ある,

補 注;例16,17の 深 層 構造 は

16")わ た しが[わ た しが[彼 が う ちへ来 る】も ら う1】た い

17")わ た しが[わ た しが[彼 が うちへ 来 る]O】1た い.

の よ うに 平 行的 に 考 え るこ とが で き る・

原稿を読んで数々のご意見や助言をくださった武部良明先生,辻 村敏樹

先生,長 谷川欣佑さんに感謝の意を表する.
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